
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

千 葉 地 区 会 地 区 会 だ よ り
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コロナ禍となり、3度目の春を迎えました。皆様におかれましては、送別会・歓迎会を行うことが出来ずに、

仲間との出会いと別れを繰り返していることと思います。今回も、紙面上ではありますが、皆様との交流の場

を持てたらと考え、千葉地区会地区会だより～歓送迎号～ を発行致しました。 



千葉東病院 

後藤 美樹 

 

本年 4 月 1 日付で国立病院機構千

葉東病院 臨床検査科臨床検査技師

長として着任し、千葉地区会の会長

を務めさせて頂くことになりました

後藤美樹です。前会長の会田技師長

が当施設での退官のため、引継ぎをいたしました。若

輩者でまだまだ未熟な点が多々あるかと思いますが、

精一杯務めさせていただきます。いままでと変わらぬ

ご理解とご協力をいただけますよう、どうぞ宜しくお

願い申し上げます。 

私は、千葉地区会に所属させていただくのは 3 回

目です。東京生まれ東京育ちの江戸っ子なのです

が、ご縁があり初めての所属は千葉地区会でした。

当時、会員の皆様と親睦を深めた思い出が数多くあ

り懐かしく思います。しかし現在は、コロナウイル

ス感染拡大の影響から学会など、集合型開催が困難

となり 3 年目となりました。会員の親睦を深める目

的である千葉地区会も紙面での交流となり、皆様に

お目にかかれないのが非常に残念に思います。一刻

も早い終息を願うばかりです。コロナ渦で、できる

ことは限られてくると思いますが、お役に立てるよ

う努力していく所存です。諸先輩方にはご指導くだ

さいますようお願い申しあげます。簡単ではござい

ますが、就任の挨拶とかえさせていただきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

千葉医療センター 
林 亮 

 

東京ディズニーランドが開園

した 1983 年、国立国府台病院

（現、国立国際医療研究センタ

ー国府台病院）に入職して以来、

千葉県内の施設では 4施設（国府台、千葉東、下志津、

千葉医療）、大凡 15年間働かせていただきました。千

葉地区会員の方々の中にも、一緒に働いた仲間が大勢

おられますが、公私にわたり大変お世話になりました。

直接お会いしてお礼を申し上げるべきところですが、

このご時世ですので紙面をお借りしまして、厚く御礼

申し上げます。 

さて、千葉地区会では、ハゼ釣りやビール工場見学、

プロ野球観戦などのレクリエーションおよび総会後

の懇親会で盛り上がった事が思い出されます。また、

千葉地区会はとても明るい雰囲気が印象的で、会員相

互の繋がりも深かったように思います。かなり以前に

は大型自動分析装置の共同利用（例えば、下志津病院

で他施設の生化学検査を実施するなど）を行っていた

こともあり、施設間の連携についても強い印象があり

ました。試薬が枯渇した時に近隣施設に助けていただ

くなど、改めて良い関係であったと思います。これか

らも楽しい雰囲気そのままに、会員相互、施設相互の

良い関係を継続していただければ幸いです。施設の思

い出では千葉東病院での検査科旅行でしょうか。今で

は考えられないと思いますが、臨床の先生方に旅行中

検査を出さないようにお願いをして、実習生を含む検

査科全員で一泊旅行に出かけていました。若い会員の

方々からは悲鳴が聞こえてきそうですが、私にとって

は貴重且つ楽しい思い出となっています。定年後につ

いては再雇用制度を利用し、引き続き千葉医療センタ

ーで働かせていただきます。千葉医療にお越しの際に

は是非お声かけください。 

最後になりますが、コロナ禍の終息が見通せない中、

今後も with コロナでの日常になろうかと思います。

会員の皆様には“健康第一”に、益々のご活躍を心よ

りお祈り申し上げ、私の挨拶とさせていただきます。

長い間ありがとうございました。 



 

 

千葉東病院 

会田 春光 

 

 私の千葉地区会との付き合い

は平成 9年 7月に今はなき習志野

病院へ主任として赴任して以来、

途中 9カ月ほど東京に通いました

が、24年になります。国立病院の職員として働いたの

が 36 年なので 3 分の 2 は千葉地区会で過ごしたこと

になります。千葉地区会では習志野、（小児）、千葉、

千葉東、下総、千葉東と 4施設でお世話になりました。

中でも千葉東病院には主任時代と技師長時代の 9年間

在職し、自身の趣味であるランニングチームを作り、

様々な大会にチャレンジできたことが、一番の思い出

です。 

現在、コロナ禍にあり、その当時のメンバーもいなく

なり、ほぼ解散状態ですが、また、懐かしいメンバー

で集合できる日が来ることを待ち望んでいます。地区

会活動としては、ビール工場、野球観戦等の文化活動

と称される懇親会が毎年の楽しみでした。千葉地区は

施設数も多く、毎回 60名以上の参加があり、盛大なも

のでした。この会を通して懇親を深めることにより、

施設間の情報交換がスムーズになり、異動などの際に

も、知った顔があり安心できるものになっていたので

はないかと思っています。私は任期途中で交代となり

ますが、千葉地区会会長は施設輪番制に従い千葉東病

院臨床検査技師長が任務を引き継ぎますので、よろし

くお願いいたします。今後の千葉地区会の益々の発展

を祈念して定年退職のご挨拶とさせていただきます。 

 

 

 

 

 

 

 

下志津病院 

舘野 直道 

 

 3月31日付で定年退職を迎え

ることになりました。3年前に下

志津病院に配置換えで赴任した

年には、東京ドームでの野球観

戦、交流会、地区会研修会、総会と参加することがで

き楽しく親睦の時を過ごさせていただきました。最後

の2年間は新型コロナ感染症に伴い対面での諸々の地

区会活動ができなくなり、今まで関わって下さった

方々に感謝とお礼を直接お伝え出来なかったことが、

心残りです。この紙面をお借りして長きにわたりお世

話になり、心より感謝申し上げます。 

 退官にあたり懐かしい写真があれば添えて一言と

理事さんから伺ったので、アルバムを探してみると35

年前の下志津病院賃金職員時代の1泊2日の職員旅行、

相模原病院時代の県下国立病院スポーツ大会ソフト

ボールチーム、全医労神奈川地区バレーボール大会の

写真がありました。今はなき古き時代の青春の思い出

ですが、当時は他部門の方々と交流を図ることができ

楽しい一時でした。これらの行事を通して職員間の連

帯感が育まれていたと思います。現在のコミュニケー

ションツールとは違いがありますが、各施設において

臨床検査技師がチーム医療の一員とし一翼を担い、ま

た地区会においても施設間の交流が活発に行われる

ことを祈願しています。 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国府台病院 

梶原 弘通 

 

国際医療研究センター国府台病

院の梶原です。私は小児病院（現

在の成育医療センター）⇒埼玉病

院⇒横浜医療センター⇒千葉医療センター⇒東京病

院⇒水戸医療センター⇒国府台病院と七つの施設に

お世話になりました。千葉地区会には千葉医療セン

ター勤務の平成 20年 1月から平成 24年 3月まで

と、国府台病院へ平成 31年 4月に赴任してから現在

に至るまでの間、所属させていただきました。千葉

医療センターへ勤務の頃は、現在のようなコロナ禍

もなく地区会活動も盛んにおこなわれていたかと思

います。ビール工場への見学、その後の懇親会も良

い思い出です。国府台病院へ赴任してからは、最初

の年に千葉医療センターで行われた定期総会、勉強

会、懇親会に参加させていただきましたが、野球観

戦は宿直業務と重なってしまい参加できず大変残念

な思いをしました。現在は皆さんも承知の状況とな

り、集合して何かを行うということもできず大変寂

しく思います。このような状況がいつまで続くのか

不安ではありますが、皆さん頑張ってください。 

それじゃあ、そういうことであとはよろしく。 

 

 

 

 

 

下志津病院 

吉田 奈保子 

 

 早いもので千葉東病院に入職

して 11年、その後下志津病院で 4

年、合わせて 15年間、国立病院機

構にお世話になりました。出産を

機に仕事から離れ専業主婦だっ

た私には、知らない事や忘れている事がたくさんあり、

仕事を丁寧に教えてくださった千葉東病院の皆様に

はとても感謝しています。また下志津病院では、若い

方たちから多くの刺激を受け、楽しく充実した日々を

過ごさせていただきました。 

 非常勤だったので、当初は千葉地区会に入会するつ

もりはありませんでしたが、働いて長くなると交流を

広げたいと思うようになり 2019 年に入会させていた

だきました。5 月にはプロ野球観戦があり、野球観戦

ももちろん面白かったのですが、それ以上に、野球場

やその後の懇親会で皆様とお話しできたことが嬉し

く楽しかったことを覚えています。「来年は何だろう」

と楽しみにしていましたが、コロナ禍で中止になって

しまい大変残念でした。 

 ４月からは出張健診の会社に勤めることになりま

した。新しい職場でも、努力を惜しまず、信頼を得な

がらしっかりと仕事に取り組んでいきたいと思いま

す。 

 千葉地区会に所属していたのは短い間でしたが本

当にありがとうございました。皆様お元気で、より一

層のご活躍を心よりお祈り申し上げます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



旧：千葉医療センター 

新：箱根病院 

植松 明和 

 

4 月 1 日付で国立病院機構箱根

病院に臨床検査技師長として転

勤した、植松明和です。 

千葉医療センターでは、検査科内はもとより他部門と

の交流も盛んで、みなさんに支えてもらったからこそ

頑張ることができたと思っています。とくに検査科ス

タッフのみなさんには感謝しかありません。今まで働

いた施設の中でも、検査科の雰囲気がこれほど良い施

設はなかったと思います。一緒に働いたみなさんそれ

ぞれの顔を思い浮かべると林技師長以外は笑顔の表

情が浮かんできます。 

さて、千葉地区会においては、この２年間、コロナ

禍の影響により、みなさんと一緒にスポーツや飲み会

などを通じ、コミュニケーションを取れなかったこと

がとても残念に思います。もっと交流し、私自身を知

ってもらうと共に、みなさんのことを知りたかったな

と感じています。それでもまたどこかで一緒の地区会

になったり、一緒に働いたりする可能性もあるので、

次回を楽しみにしておきます。 

最後に千葉地区会幹事のみなさまにおかれまして

は、コロナ禍による活動制限がある中、とても大変だ

ったことと思います。いろいろと気を配っていただき

本当にありがとうございました。Web 地区会を関信支

部の最初に開催したこと、心より敬意を表します。千

葉地区会に復帰した際にはまたよろしくお願いいた

します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

旧：千葉医療センター 

新：相模原病院 

岩崎 聖二 

 

4 月１日付で国立病院機構相

模原病院に副臨床検査技師長と

して転勤した岩崎聖二です。1990

年に国立療養所松戸病院に入職して、千葉県一筋 30数

年。施設も松戸、がんセンター東病院、千葉医療セン

ターと渡ってきました。松戸では、業務終了後、病理

検査室に入り浸り、病理技師へのスタートの地でもあ

りました。がん東でも、ほぼ病理一筋で、開院準備か

ら始まり、咥えたばこで顕微鏡に深夜まで向き合い、

最後はＮＥＸＴ棟への移転と運用が概ね安定するま

で携わり、激流を下るラフティングの様に楽しく、時

に溺れそうになりながら過ごしてきました（色々あり

過ぎて書けません）。ここでの経験や大切な仲間との

出会いは、私にとって大変貴重な時間になりました。

千葉医療では、がん東とは全く違う病院文化に戸惑い、

危うさを感じた為、せめて病理検査室だけはと思い、

SOP の全面改訂と ISO15189 風の業務管理に取り掛か

り、意味の解らない古き悪しき事と物を止め、スッキ

リさせました。一緒に取り組んだ千葉医療の仲間、い

つも夜遅くまで頑張ってくれたがん東の仲間。感謝し

かありません。最後に、いろいろ頑張っている皆様に、

“頑張り過ぎないでがんばって！”私も未開の地“相

模原”で頑張ります。それではまた逢う日まで。 

 

 

旧：国立がん研究センター東病院 

新：沖縄病院 

国仲 伸男 

 

令和2年に国立がん研究センター

東病院へ着任したその日から、新型

コロナウイルス感染症対策に追わ

れる日々が続きました。現在でも終息の目途がつかず、

なかなか難しい状況が続いています。そのようなコロ

ナ禍でも、国立がん研究センター東病院では、2021年

7 月に ISO15189 の更新審査を終え、同年 11 月に再認

定されました。さらに 2020年から CAP(米国病理協会)

取得へ向けたキックオフミーティングを開始し、構築



へ向けた作業を続けてきました。2022 年 3 月には

CGI(コンサルタント)の模擬査察を受けるまで進んで

きました。 

予定通りにいけば、今年 5 月に CAP の査察、8 月に

は認定取得となり、当院のビジョンでもある、「世界レ

ベルの新しいがん医療の創出」に貢献することができ、

もうひと踏ん張りで達成できるものと信じています。 

千葉地区ではコロナ禍とあって会員の皆様と直接

会って交流を深めることができなかったのは残念に

思います。今回、長く在籍した関信グループから九州

グループへ異動しますが、同じ国立医療機関であるこ

とには変わりはありませんので、国病学会や他学会で

皆様にお会いできる事を楽しみにしております。 

最後になりましたが、千葉地区会員の皆様のご健康

と地区会の益々のご発展を祈念いたしております。 

 

 

旧：国立がん研究センター東病院 

新：霞ヶ浦医療センター 

中西 愛弓 

 

2022年 4 月 1 日付で国立が

ん研究センター東病院より国立

病院機構霞ヶ浦医療センターに

異動することになりました中西愛弓です。常勤採用さ

れてから 7年間、国立がん研究センター東病院および

千葉地区会に所属し皆様に大変お世話になりました。 

 国立がん研究センター東病院では新人技師として

入職し、非常に多くのことを学ばせていただきました。

超音波検査では多くのがん症例を経験し、カンファレ

ンスでのプレゼン、専門学会で発表もさせていただき

ました。治験業務では試験開始前の調整から検査実施、

結果の保管まで携わることで、治験業務の流れを理解

することができました。 

技師長をはじめ良き先輩、後輩に恵まれ、周囲の方々

に指導、ご助言を頂きながら、充実した日々を送る事

ができました。培った経験を次の施設でも活かしてい

きたいと考えております。 

最後に千葉地区会役員ならびに会員のご健勝と

益々のご活躍を祈念してお礼の挨拶とさせていただ

きます。 

 

 

 

 

 

 

 

新：千葉医療センター 

旧：高崎総合医療センター 

藤本 敬久 

 

4 月 1 日付で高崎総合医療セ

ンターから千葉医療センターに

赴任して参りました藤本敬久（ふ

じもと ゆきひさ）と申します。千葉医療センターは

私にとって 5 施設目となります。技師学校卒業後、下

総療養所（現 下総精神医療センター）で賃金職員と

して採用となり、その後新潟→茨城→群馬と勤務し、

この度、再び千葉地区会でお世話になることになりま

した。赴任にあたり引っ越しのため荷物を整理してい

た所、各施設で撮った記念写真が出てきました。とて

も懐かしかったのですが、自身のこの約 20 年での体

型変化に改めて驚きました。新採用時は結構スリムな

体型でした。下総では初めての一人暮らしで食生活が

乱れはじめ、新潟に赴任するとコメディカルの仲間た

ちと頻繁に飲みに行くようになり、今思い返すと良く

も飽きずに飲みに行っていたなと思うほどです。茨城

ではラーメンにはまり、群馬でも変わらず暴飲暴食を

繰り返し、比例するようにみるみると体重が増えてい

きました（＋20kg）。そんなある日、床に落ちている

ゴミを拾おうとふとしゃがんだ瞬間に腰に電撃が走

りその場に崩れ落ちてしまいました。ぎっくり腰だっ

たのですが、動けない自分に非常にショックを受け、

それ以来心を入れ替え摂生し、なんとか下総採用時の

体型に戻すことができました。腰の調子も良いので、

何とかこの体型を維持していきたいものです。 

最後に、千葉医療センターの皆様には温かく迎えて

いただき感謝しています。頑張りたいと思いますので、

何卒よろしくお願い致します。 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

新：千葉医療センター 

旧：霞ケ浦医療センター 

草薙 真里 

 

令和４年４月１日付で、茨城県の

霞ケ浦医療センターより赴任いた

しました、草薙 真里と申します。

病理検査を担当させていただいております。こちらの

施設では手術材料を生の状態から板に貼り付けをし

たり、免疫染色を自施設で行う等、未経験の内容が盛

りだくさんで、戦々恐々としています。また、20 年ぶ

り位になると思いますが車通勤から電車通勤に代わ

り１日に千歩ぐらいしか歩いてなかったのが１万歩

以上歩くことになり、足とお尻が筋肉痛の毎日です。

さて、私事ではありますが家族についてふれたいと思

います。同居していた母を 4年前に、主人を 2年前に、

その２週間後に愛犬のポメラニアンを亡くしており

ます。犬が亡くなったときには仕事から帰ってきても

家の中がシーンとしてしまっていて、たまらず、１週

間後にはペットショップで売れ残っていた立ち耳長

毛のスコティッシュフォールドを買いました。お店の

人から姉妹２匹で飼って欲しいとお願いされたので、

「じゃあ、それで」という具合になり、今ではバタバ

タと賑やかに暮らしております。お陰様で趣味も増え、

DIY でキャットウォークや爪とぎ用３段棚など作っ

たりしております。最後になりますが、千葉医療セン

ターの方々に温かく迎えていただき、感謝しておりま

す。病院や皆様に貢献できるように頑張りたいと思っ

ています。どうぞよろしくお願いいたします。 

 

 

新：千葉東病院 

旧：国立国際医療研究センター病院 

江口 千尋 

 

この度、4 月 1 日付で国立国際医

療研究センター病院から千葉東病院

に着任致しました江口千尋と申しま

す。国立国際医療研究センター病院には 6年間お世話

になり、色々な方と出会い貴重な経験をたくさんさせ

て頂きました。 

出身も東京、今までの職場もずっと東京で、千葉の

地で勤務するのは、社会人になってから初めてのこと

で、毎朝千葉駅の人混みに驚きながら通勤しています。 

学生の頃は、ラクロスをやっていましたが社会人にな

ってからは、観戦する方がメインになってしまってい

ます。最近ではオリンピックをテレビ観戦しながら、

感動していました。日本開催のラグビーW 杯以来、ラ

クビー観戦にもハマっています。今年は、応援側では

なく少しずつ自分も身体を動かしていかないと…と

考えています。 

また、食べることも好きなのでコロナの感染が落ち着

いたら、千葉の美味しいお店を見つけていきたいです。

おすすめのお店がありましたら、教えてください。 

不慣れですので、ご迷惑をおかけすることもあるかも

しれません。 

皆様のお役に立てるよう、精一杯努める所存です。 

ご指導ご鞭撻のほど、何卒よろしくお願い申し上げま

す。 

 

 

新：下志津病院 

旧：霞ヶ浦医療センター 

渡辺 力 

 

4 月 1 日付で霞ケ浦医療セン

ターより赴任してまいりました

渡辺力(わたなべつとむ)です。 

千葉県での勤務は初めてになりますので簡単に自己

紹介をいたします。出身は、茨城県龍ヶ崎市です。下

志津病院には車での通勤となりドライブ好きの自分

としてはとても喜んでいます。片道 40km 程の距離で

約 1 時間の通勤をしています。通勤ルートに山道が幾

つかあり、色々な場所の桜を眺めながら、これからの

季節の移り変わりを感じることを期待しています。現

在は下志津病院の暖かく気遣いあるスタッフの援助

もあり何とか業務を行っております。 

休日は娘が昨年よりボルダリング教室に通い始め

たこともあり、帯同することが今では趣味になってい

ます。龍ケ崎市は東京オリンピックスポーツクライミ

ング銅メダルの野口啓代さんの出身地でもあり、ボル

ダリングを楽しむ施設が多く存在し、日本代表選手の

五輪最終調整や代表合宿が行われています。娘が簡単

そうに登っている姿に触発され、いざ自分がやってみ

るとカラフルなホールド（突起物）は難易度別に使用

されている色、形が区別され、単に頂上を目指せばよ



いと言うわけでもなく、ボルダリングシューズに関

しても普段の靴より小さいサイズが目安になるた

め、つま先が適度に曲がった感覚がどうしても慣れ

ずに早々と断念しました。最近はショッピングモー

ルなどでも体験することができますので興味のある

方は、ぜひ行ってみてください。千葉地区会の皆様

には今後ともお世話になる事が多々あると思います

が、ご指導、ご鞭撻の程よろしくお願いします。 

 

 

新：下総精神医療センター 

旧：東京病院 

仲間 盛之 

 

桜満開の中、8 年ぶりに千葉県

の地に帰ってまいりました NHO下

総精神医療センターの仲間です。

この下総の地は初めてではなく、約 30 年位前に当時

の名称「国立下総療養所」に賃金職員として勤務して

いました。さすがに駅の周りは、家やマンションが建

ち、また飲食店が、そしてイオンが建ち、先日、引き

継ぎで最寄りの鎌取駅に降りた際に思わず、「下車駅

を間違えてしまった感」がありました。しかし病院は

昔のまま、古い国立病院の面影を残したまま、長い渡

り廊下、コンクリート張りの床タイルが懐かしい思い

を引き出してくれました。私はこの地から検査技師と

してスタートしました。 

新しい環境と古い懐かしさを肌に感じながら、副技

師長と主任の協力を得ながら毎日検査業務に励んで

おります。当検査科は少人数ではありますが明るい検

査科を目指しております。そしてコロナ禍ではありま

すが、千葉地区会の皆様とお会いして地区会活動がで

きることをお祈りいたします。 

どうぞ仲良くしてください。よろしくお願いいたしま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新：国立がん研究センター東病院 

旧：国立成育医療センター 

田名後 和 

 

4月 1日付けで国立成育医療研究セ

ンターから国立がん研究センター東

病院に異動となりました田名後 和

（たなご のどか）と申します。成育では生理検査

を担当し、引き続き生理検査に配属となりました。 

小児病院からの異動で、患者の方の年齢層の幅が変

わり、患者の方の対応や検査内容も今までと大きく

変わりました。不慣れな事も多く、ご迷惑をお掛け

する事があるかもしれません。1日も早く習得し、一

つ一つ学んでいける様努めて参りたいと思っており

ます。また諸先輩方の様に迅速にかつ丁寧で的確な

検査を心がけ、技術や知識を深めていきたいと思っ

ております。 

また今回の異動で地元を離れ、初めての千葉県で

の一人暮らしで不安や多少の寂しさも感じておりま

す。まずは自分の住んでいる周りから散策をはじ

め、千葉の様々な場所に行き、良いところを発見し

第二の故郷にできたらと思っております。 

最後になりましたが、至らない点も多くご迷惑をお

掛けするかと思いますが、今後とも精進して参りま

すので、同センター東病院臨床検査部の皆様、また

千葉地区会の皆様、ご指導ご鞭撻の程よろしくお願

いいたします。 

 

 

国立がん研究センター東病院 

佐久間 智大 

 

令和 4 年 4 月 1 日付けで国立が

ん研究センター東病院に新規採用

になりました佐久間智大（さくま 

ともひろ）と申します。出身は福島

県郡山市です。今年の 3 月に茨城県の大学を卒業し、

臨床検査技師になることができました。東病院では病

理検査部の治験病理室に配属となりました。治験の病

理検体を企業様に発送する業務に携わっています。慣

れない業務に戸惑う日々ではありますが、丁寧に指導

してくださる皆さんの戦力に 1日でも早くなりたいと

思っています。 

 趣味はラーメン屋巡りです。1 度の食事で 2 杯食べ



ることもある程、ラーメンが大好きです。ジャンル別

（醤油味、味噌味、塩味など）に至高の一杯をみつけ

て、私なりのラーメンリストを完成させることが目標

です。現在はコロナ禍のため動画サイトやインターネ

ットで行きたいお店を探すことしかできませんが、コ

ロナが収束しましたら千葉の美味しいラーメンもた

くさん食べていきたいと思っています。おすすめのお

店などありましたら教えていただけると幸いです。 

 最後になりましたが、検査技師としても社会人とし

ても未熟で至らない点も多くご迷惑をお掛けするこ

ともあると思いますが、今後とも精進してまいります

のでご指導ご鞭撻の程よろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コロナ禍が続く中、皆様は如何お過ごしでしょうか。千葉地区会では、3 度目となる「地区会だより 

歓送迎号」を発行する運びとなりました。今回も、ご執筆頂きました皆様には、感謝を申し上げま

す。また、理事の皆様には表紙及び背景用に、様々な春の草花を撮影頂きました。ほんの一部です

が、本文中にてご紹介をさせて頂きました。まだまだ、収束の見えない状況ではありますが会員の皆

様にお会いできる日を、心待ちにしております。           M.F 

新型コロナウイルスがなかなか終息せず、もどかしい日々を送っておりますが、皆様はいかがお過ご

しでしょうか。皆様のご協力のおかげで無事今年度も地区会だよりを発行することが出来ました。お

忙しい中、ご執筆して頂きました方々にこの場をお借りしまして、感謝申し上げます。 H.C 

編 集 後 記 


